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V317a 超小型X線衛星 NinjaSat 搭載ガス検出器 GMC の応答関数の構築
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NinjaSat は日本初の 6U サイズ (10× 20× 30 cm3) の超小型X線衛星であり、2–50 keV に感度を持つ 10 cm
立方サイズの非撮像型キセノンガスＸ線検出器 (Gas Multiplier Counter; GMC) を 2台搭載している。GMC は
ガス電子増幅器 (GEM) を内蔵したガスセル、視野角約 2.1◦ (FWHM) の金属コリメーター、高電圧印加・アナ
ログ信号処理ボード、およびデジタル信号処理ボードで構成され、6 keV において過去に超小型衛星に搭載され
たX線検出器としては最大である約 32 cm2 の有効面積をもつ。
GMC の応答関数を構築するため、我々は地上・軌道上で取得した較正データを取り込んだモンテカルロシミュ

レータを開発した。まず、(1) X線によりガスセル内で生じる 2次電子の 3次元分布を、Geant4 を用いて再現し
た。そして、 (2) 2次電子の拡散・輸送と (3) GEM による電子増幅、(4) 最終的に読み出し電極に到達する時刻
および電子数をモンテカルロ法を用いて見積もり、これに (5) 電気回路の応答を畳み込むことでX線の信号波形
を模擬して応答関数を作成した。作成した応答関数を、エネルギースペクトルが既知であるかに星雲の観測デー
タを用いて評価したところ、2–10 keVのフラックスや冪函数の冪の値などのパラメータを 5%程度の精度で再現
できることを確認した。本講演では、シミュレータの概要と構築した応答関数の評価結果について報告する。


